
　
現
役
時
代
、北
条
小
学
校（
現
中

央
公
園
）や
富
士
デ
ィ
ー
ゼ
ル
球

場（
現
ジ
ャ
ス
コ
）で
先
輩
や
仲
間

た
ち
と
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
打
ち

込
ん
で
い
た
頃
と
気
持
ち
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
受
賞
は
、歴
代
の
会
長

や
役
員
、選
手
や
愛
好
者
の
努
力

の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。連
盟

に
携
わ
っ
た
多
く
の
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。（
話
は
理
事

ひ
ろ
む

長
の
渡
辺
弘
さ
ん
）

　
会
長
松
本
弘
嘉
。加
盟
団
体
36
、

会
員
約
700
人
。昭
和
21
年
４
月
に

設
立
以
来
、野
球
を
通
し
て
、地
域

住
民
の
健
康
・
体
力
増
進
を
図
り
、

生
活
を
豊
か
に
し
た
と
し
て
、先

月
10
日
に
東
京
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
、社
会
体
育
優
良
団
体

と
し
て
、文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
。県
民
体
育
大
会
で
は
、常
に

安
房
郡
市
代
表
チ
ー
ム
の
中
心
的

存
在
と
し
て
参
加
し
、こ
れ
ま
で

７
回
優
勝
し
て
い
る
。現
在
、連
盟

で
は
、春
季
大
会
、渡
辺
杯
、秋
季

大
会
、安
房
郡
市
中
学
校
野
球
大

会
、社
会
人
野
球
大
会
な
ど
を
主

催
し
て
い
る
。

「
こ
の
受
賞
を
は
ず
み
に

こ
れ
か
ら
も
野
球
の
裾
野
を
広
げ
た
い
」

市
民

シリーズ

181

221

伝
説
の
超
能
力
者

　
市
立
博
物
館
の
12
月
の
休
館
日

は
１
日
、８
日
、15
日
、24
日
、29
日

〜
１
月
３
日
の
年
末
年
始
で
す
。

役
行
者
石
像
と
大
峰
講

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

館
山
市
野
球
連
盟

大会で主審を務める松本会長11/１

役行者石像
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電話 22－3111（代表）
FAX 23－ 3115
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「
判
断
基
準
を
広
く
浸
透
さ
せ
る

目
的
か
ら
、千
葉
県
野
球
協
会
公

認
審
判
員
の
資
格
を
も
っ
た
役
員

が
第
１
試
合
に
審
判
を
努
め
、第

２
試
合
か
ら
は
参
加
チ
ー
ム
に
審

判
を
任
せ
て
い
ま
す
。そ
う
す
る

こ
と
で
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　
日
曜
日
、祭
日
に
試
合
を
開
催

す
る
の
で
、通
常
で
１
日
に
４
試

合
、夏
に
は
５
試
合
行
い
ま
す
。　

毎
年
４
月
か
ら
11
月
い
っ
ぱ
い
ま

で
は
、ほ
ぼ
毎
週
試
合
が
あ
る
の

で
、交
替
と
は
い
え
、審
判
員
も
無

報
酬
で
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の『
野
球
が
好
き
』と

い
う
思
い
が
、連
盟
の
活
動
を
支

え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　
北
条
地
区
の
武
香
陵
酒
造
合
名

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

会
社
の
工
場
敷
地
跡
に
役
行
者
の

石
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。高

ふ
じ
か
わ

さ
64
㎝
、幅
28
㎝
で
、藤
皮
で
織
っ

ぎ
ょ
う
え

た
か
あ
し
だ

た
行
衣
を
ま
と
っ
た
高
足
駄
の

い
ざ
ぞ
う

た
か
に
く

倚
座
像
が
高
肉
彫
り
さ
れ
て
い
ま

す
。側
面
に
は
寛
政
元
年（
一
七
八

お
お
み
ね
こ
う
ち
ゅ
う

九
）十
二
月
吉
日
、大
峰
講
中
と
彫

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
時
、山

し
ゅ
げ
ん

岳
修
験
信
仰
の
大
峰
講
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

お
づ
ぬ

　
役
行
者
小
角
は
、７
世
紀
の
飛

え
ん
の

鳥
時
代
に
実
在
し
た
人
物
で
、役

う
ば
そ
く

じ
ん
ぺ
ん
だ
い
ぼ
さ
つ

優
婆
塞
と
も
神
変
大
菩
薩
と
も
呼

か
つ
ら
ぎ
さ
ん

ば
れ
ま
す
。葛
城
山
で
山
岳
修
験

ぎ
ょ
う

く
じ
ゃ
く
み
ょ
う
お
う
じ
ゅ
ほ
う

の
行
を
重
ね
、孔
雀
明
王
呪
法
と

え
と
く

い
う
秘
法
を
会
得
し
、不
思
議
な

力
で
奇
跡
を
た
び
た
び
起
こ
し
た

と
言
わ
れ
ま
す
。

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

『
続
日
本
紀
』に「
小
角
は
よ
く
鬼

神
を
使
い
、水
を
汲
ま
せ
薪
を
採

め
い

ら
せ
た
。も
し
鬼
神
が
命
に
従
わ

じ
ゅ
ば
く

な
い
と
き
は
、咒
縛
し
た
」と
い
う

記
述
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
役
行

者
は
吉
野
の
大
峰
山
を
中
心
に
修

げ
ん
り
き

行
し
、験
力（
超
能
力
）を
身
に
つ

け
、自
在
に
空
中
を
飛
行
で
き
た

り
ょ
う
い
き

と
も『
日
本
霊
異
記
』に
あ
り
ま
す

が
、ガ
ス
や
水
道
と
い
っ
た
現
代

文
明
の
恩
恵
は
、昔
の
人
に
と
っ

て
は
奇
跡
的
な
夢
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

や
ま
ぶ
し

　
や
が
て
役
行
者
は
山
伏
た
ち
か

ら
山
岳
修
行
の
完
成
者
と
し
て
神

格
化
さ
れ
、修
験
道
の
祖
と
仰
が

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
江
戸
時
代
に
な
る
と
幕
府
か

ら
山
伏
が
諸
国
を
回
る
こ
と
を
禁

は
っ
と

止
す
る「
修
験
道
法
度
」が
出
さ
れ

ま
す
。そ
の
た
め
里
に
降
り
定
住
こ
う

し
た
山
伏
た
ち
に
よ
っ
て
、「
講
」

と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
、江
戸

時
代
に
は
そ
の
山
伏
を
案
内
役
に

修
験
の
霊
山
で
あ
る
大
峰
山
参
り

が
大
流
行
す
る
の
で
す
。こ
の
役

行
者
石
像
も
、講
を
組
ん
で
の
大

と
う
は
い

峰
山
登
拝
を
記
念
し
て
造
立
さ
れ

た
も
の
な
の
で
す
。

し
ん
ぶ
つ

　
し
か
し
明
治
に
な
っ
て「
神
仏

ぶ
ん
り
れ
い

分
離
令
」が
発
布
さ
れ
、こ
れ
に
続

し
ゅ
げ
ん
ど
う
は
い
し
れ
い

い
て「
修
験
道
廃
止
令
」が
出
さ
れ

る
と
大
峰
講
の
ブ
ー
ム
は
た
ち
ま

ち
に
去
り
、や
が
て
廃
れ
て
い
っ

た
の
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
役
行
者
は
八
犬
伝
に

た
ま
づ
さ

絶
対
神
と
し
て
登
場
し
、玉
梓
の

お
ん
り
ょ
う

怨
霊
の
呪
い
か
ら
伏
姫
を
守
り
ま

す
。こ
の
武
香
陵
の
役
行
者
石
像

は
、八
犬
伝
に
縁
の
あ
る
市
立
博

物
館
に
こ
の
た
び
移
さ
れ
て
常
設

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

表紙／文部科学大臣表彰を受賞した館山市野球連盟のみなさん



　市職員の給与の概要と平成14年度から平成18年度までの５

年間で進めている「定員適正化計画」（平成13年度策定）による

市職員の定員管理の状況についてお知らせします。

　数値は平成15年4月1日現在のものです。

　問合せ／総務課人事係（TEL.22―3953）

　
地
方
公
務
員
の
給
与
は
、地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、生
計

費
や
国
・
県
・
他
の
市
町
村
の
給
与
、民
間
企
業
従
業
員
の
給

与
な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。館
山
市
職
員
の

給
与
は「
給
料
」と「
職
員
手
当
」か
ら
な
り
ま
す
。

　
毎
月
決
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
給

料
の
他
に
、実
績
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
や
臨
時

に
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ナ

ス
な
ど
の
手
当
が
あ
り
ま
す
。

　
給
料
／
職
務
の
種
類
や
内
容
に

応
じ
て
給
料
表
に
定
め
る
額（
基

本
給
）

　
扶
養
手
当
／
扶
養
親
族
の
あ
る

職
員
に
支
給

　
調
整
手
当
／
地
域
給
に
相
当
す

る
手
当

　
住
居
手
当
／
借
家
な
ど
に
住
ん

で
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
職
員
、

ま
た
は
自
宅
に
住
ん
で
い
る
職
員

に
対
し
支
給

　
通
勤
手
当
／
電
車
、バ
ス
、乗
用

車
な
ど
で
通
勤
す
る
職
員
に
支
給

　
そ
の
他
／
管
理
職
手
当

　
時
間
外
勤
務
手
当
／
通
常
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
と
き

に
支
給

　
特
殊
勤
務
手
当
／
著
し
く
危

険
、不
快
、不
健
康
、困
難
そ
の
他

特
殊
な
勤
務
に
従
事
し
た
と
き
に

支
給

　
そ
の
他
／
夜
間
勤
務
手
当
や
宿

日
直
手
当
な
ど

　
期
末
・
勤
勉
手
当
／
民
間
企
業

の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当

　
退
職
手
当
／
職
員
が
退
職
す
る

と
き
に
支
給

2平成15年11月１日

　
平
成
14
年
度
普
通
会
計
に
占
め

る
人
件
費
の
状
況
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

　
人
件
費
に
は
特
別
職
に
支
給
す

る
給
料
、報
酬
な
ど
を
含
ん
で
い

人
件
費
の
状
況

　
市
の
全
職
員
は
、459
人
で
す
。次

の
表
の
職
員
数
442
人
は
普
通
会
計

職
員
で
、下
水
道
と
介
護
保
険
の

特
別
会
計
事
業
の
職
員
が
除
い
て

あ
り
ま
す
。

　
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。給
与
費
は

15
年
度
当
初
予
算
額
で
す
。

　
給
与
月
額
は
、月
々
支
給
さ
れ

る
給
料
と
職
員
手
当（
期
末
、勤
勉

手
当
、退
職
手
当
を
除
い
た
す
べ

て
の
手
当
）の
合
計
で
す
。教
育
職

は
、幼
稚
園
教
諭
の
こ
と
で
す
。

　
学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
採
用
さ
れ

た
人
の
初
任
給
と
、引
き
続
き
２
年

勤
務
し
た
と
き
の
給
料
月
額
で
す
。

　
経
験
年
数
は
、卒
業
後
す
ぐ
に

　
期
末
・
勤
勉
手
当
は
、民
間
の
賞

与
な
ど
の
特
別
給
に
相
当
す
る
も

の
で
す
。

　
退
職
手
当
は
、一
部
の
市
を
除

き
、県
内
各
市
町
村
が
同
一
支
給

率
で
す
。

職

員

数

職
員
手
当

特
別
職
の
報
酬
等

　
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の

級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。技
能

労
務
、委
員
会
、税
務
、看
護
保
健
、

医
療
技
術
、企
業
、保
育
各
職
員
は

含
み
ま
せ
ん
。各
級
の
職
務
内
容
欄

は
、各
級
の
主
な
職
名
で
す
。

3 だん暖たてやま

ま
す
。

（
注
＝
普
通
会
計
と
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
財
政
比
較
を
す
る
た

め
に
財
政
統
計
上
用
い
ら
れ
る
会

計
区
分
で
す
。館
山
市
で
は
、一
般

会
計
と
学
童
災
害
共
済
事
業
特
別

会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）

給
与
の
内
容

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
を
公
表

経
験
年
数
別

学

歴

別

平
均
給
料

採
用
さ
れ
、引
き
続
き
勤
務
し
て

い
る
採
用
後
の
年
数
。

　
採
用
前
の
民
間
歴
な
ど
あ
る
場

合
は
、そ
の
期
間
を
換
算
し
採
用

後
の
年
数
に
加
え
た
年
数
で
す
。

昇
給
期
間
の
短
縮

一
般
行
政

職
の
級
別

定員の適正化を進めています

実
績
に
応
じ
て
支
給

臨
時
に
支
給

毎
月
決
ま
っ
て
支
給

職
員
の
初
任
給

　 

平
均
給
料
と
平
均
給
与

職
員
給
与
費（
普
通
会
計
）

住民基本台帳人口
（平成15年３月31日現在）
14年度歳出額　A
実質収支
人件費　　　　Ｂ
人件費率（Ａ/Ｂ）
（参考）
13年度の人件費率

　　　　51,511人

171億2,788万2千円
     3億9,272万円
  39億1,075万4千円
　　　　　22.8%

　　　　　25.1%

平成15年度職員数 
（A） 

1人当たり給与費 
（B／A） 

442人 

18億8,909万4千円 
（63.8％） 

29億6,118万2千円 

670万円 

2億6,861万6千円 
（9.1％） 

8億0,346万9千円 
（27.1％） 

給　　　料 

職 員 手 当 

期末勤勉手当 

計（B） 

 

給 
 
与 
 
費 

館山市 

国 

館山市 

館山市 

国 

一　般 
行政職 

技　能 
労務職 

教育職 

一般行政職 

技能労務職 

教　育　職 

442,863円 

376,769円 

354,507円 

366,377円 

332,052円 

304,780円 

290,731円 

360,753円 

42歳11ヵ月 

45歳  0ヵ月 

40歳  4ヵ月 

42歳  4ヵ月 

48歳  8ヵ月 

▼平均給料(国は14年4月1日現在） 

▼平均給与（館山市） 

館山市 

国 

館山市 

国 

178,400円 

144,000円 

139,500円 

171,500円 
 

館山市 

国 

館山市 

国 

200,200円 

155,000円 

149,200円 

185,600円 

▼初任給 

▼2年経過日給料額 

大 
学 
卒 
高 
校 
卒 

大 
学 
卒 
高 
校 
卒 
※国は（Ⅱ種） 

１級 区　分 

職務内容 

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計 

主事 主事 主任 主事 主査 係長 主幹補 
課長 
補佐 課長  

-

職 員 数 12人 

構 成 比 4.3％ 13.0％ 6.1％ 22.7％ 18.3％ 11.5％ 11.5％ 9.0％ 100％ 

１年前の 
構 成 比 4.9％ 13.8％ 7.1％ 16.6％ 12.7％ 11.0％ 8.8％ 100％ 

５年前の 
構 成 比 

3.1％ 20.0％ 34.0％ 14.9％ 9.2％ 9.7％ 7.4％ 100％ 

36人 17人 63人 51人 32人 32人 25人 

9級 

部長 
参事 

3.6％ 

3.2％ 

1.7％ 

10人 278人 

21.9％ 

13 
年 
度 

14 
年 
度 

区　　　　分 合 計 教職員 一　般 
行政職 

技　能 
労務職 

職 員 数（A） 

職 員 数（A） 

比　  率（B／A） 

普通昇給期間（12～24月）を 
短縮して昇給した職員数（B） 

比　  率（B／A） 

普通昇給期間（12～24月）を 
短縮して昇給した職員数（B） 

478人 383人 62人 33人 

52人 36人 15人  1人 

10.9％ 9.4％ 24.2％ 3.0％ 

468人 375人 59人 34人 

60人 53人  6人 1人 

12.8％ 14.1％ 10.2％ 2.9％ 

区　分 経験年数 
10年 

280,700円 336,585円 386,067円 

223,300円 245,200円 

経験年数 
15年 

経験年数 
20年 

大学卒 

高校卒 

高校卒 

一 
般 
行 
政 
職 

技 
能 

 
労 
務 
職 

324,700円 

該当なし 該当なし 

 

243,033円 

区　　分 

市　　　長 

助　　　役 

収　入　役 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

報酬等月額 
（15年1月1日適用） 

期末手当 
（14年度支給割合） 

821,750円 

697,300円 

649,800円 

417,480円 

377,300円 

351,820円 

 ６月期　2.05月分 

12月期　2.10月分 

 ３月期　0.45月分 

　 計　　4.60月分 



　
▼職員手当
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計
画
ス
タ
ー
ト
か
ら
81
人
を
減

「
第
１
次
定
員
適
正
化
計
画
」（
平

成
９
年
度
か
ら
13
年
度
に
43
人
減

ら
す
計
画
）で
は
、10
年
度
ま
で
に

45
人
を
削
減
し
、２
年
間
で
目
標

を
達
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、10
年
度
に「
第
２

次
定
員
適
正
化
計
画
」（
11
年
度
か

ら
15
年
度
に
20
人
を
減
ら
す
計

画
）を
策
定
し
、13
年
度
ま
で
に
16

人
を
削
減
し
ま
し
た
。

「
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
」の
目

標
を
達
成
す
る
見
込
み
が
立
っ
た

こ
と
か
ら
、13
年
度
に
は「
第
３
次

定
員
適
正
化
計
画
」を
策
定
し
、14

年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
26
人
の
削
減
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
進
捗
は
、14
年
度
、15
年

度
で
、計
画
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で

削
減
し
て
い
ま
す
。15
年
４
月
現

在
の
職
員
数
は
459
人
で
あ
り
、第

１
次
計
画
が
は
じ
ま
る
前
の
８
年

度
の
職
員
数
540
人
と
比
べ
る
と
81

人
減
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
・
機
構
改
革
を
実
施
す
る

中
で
、職
員
の
能
力
開
発
と
非
常

勤
職
員
の
活
用
、民
間
委
託
を
進

め
、職
員
数
の
削
減
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、事
務
の
効
率
化
を
は
じ

め
、経
常
的
に
事
務
事
業
の
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
、公
務
効
率
の

向
上
に
努
め
、地
方
分
権
の
進
展

に
伴
う
行
政
需
要
の
多
様
化
・
高

度
化
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

定
員
適
正
化
計
画
の
状
況

数
値
目
標
を

早
い
ペ
ー
ス
で
ク
リ
ア

能
力
開
発
と
効
率
化
を

進
め
て
い
ま
す

計 

減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
減　員 
増　員 
差　引 
職員数 
 

増　員 
差　引 
職員数 

区　分 手法（事由）概要 13年（計画前年） 14年（１年目） 15年（２年目）  

5

 
 
 
 

23 
  
 
 

77

 
 
 

21
△1 
 

△1 
14
△4 
1 
△3 
44
△15 
5 

△10 
351

△1 
 

△1 
0

 
 
 
 

 

93

24

80

83

1

23

13

45

367

 

減員理由：事務管理の事務見直し、企画部門の一部を合併協議会へ移管 
 
増員理由：合併協議会設置による事務量増加 

減員理由： 
 
増員理由： 

減員理由：建設部門事務見直し、館山駅周辺整備事業の進捗に伴う減、公園関 
　　　　　係職員研修派遣終了 
増員理由：海辺のまちづくり事業推進 
 

減員理由： 
 
増員理由： 

減員理由： 
 
増員理由： 

減員理由：計上誤りの調整 
 
増員理由： 

減員理由：公害関係を環境企画室対応としたことに伴う事務見直し、ごみ処理 
　　　　　関係職員の非常勤職員対応 
増員理由： 

減員理由： 
 
増員理由： 

減員理由：公設卸売市場特別会計設置に伴う職員移管による減 
 
増員理由： 

▼定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳【一般行政部門】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日） 

総 
務 
企 
画 

税 

務 

民 

生 

衛 

生 

農 
林 
水 
産 

労 

働 

商 

工 

土 

木 

議 

会 

減　員 

△3 
4 
1 
93 
 

△6 
 

△6 
75

 
 

 
4

 
△1 
 

△1 
23 
 △4 
1 
△3 
77 
 

△2 
 

△2 
21
△3 
5 
2 
15
△1 
3 
2 
47
△18 
12 
△6 
361

 
 
 
1

△4 
3 
△1 
92 
 

△2 
 

△2 
81

△1 
 

△1
4

▼定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年４月１日現在） 

※計画期間は平成14年から18年の５年間。 
※数値目標は計画終了時（18年度）の数値 

▼部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　        　（各年４月１日現在） 

一般行政 

特別行政 

公営企業 
等 会 計 

計 

区  分 部　門 13年 
（計画前年） 

数値目標 
（参考） 
 

14年 
（１年目） 

15年 
（２年目） 

減　員 

増　員 

差　引 

職員数 

減　員 

増　員 

差　引 

職員数 

減　員 

増　員 

差　引 

職員数 

減　員 

増　員 

差　引 

職員数 

 

 

 

367 

 

 

 

80 

 

 

 

32 

 

 

 

479

△18 

12 

△6 

361 

△4 

1 

△3 

77 

△2 

 

△2 

30 

△24 

13 

△11 

468

△15 

5 

△10 

351 

 

3 

3 

80 

△2 

 

△2 

28 

△17 

8 

△9 

459

議　会 

総務企画 

税　務 

民　生 

衛　生 

労　働 

農林水産 

商　工 

土　木 

小　計 

教　育 

小　計 

下水道 

その他 

小　計 

5 

93 

24 

80 

83 

1 

23 

13 

45 

367 

80 

80 

15 

17 

32 

479

4 

92 

23 

77 

81 

1 

21 

15 

47 

361 

77 

77 

13 

17 

30 

468

4 

93 

23 

77 

75 

0 

21 

14 

44 

351 

80 

80 

11 

17 

28 

459

0 

1 

0 

0 

△6 

△1 

0 

△1 

△3 

△10 

3 

3 

△2 

0 

△2 

△9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計上誤りの調整による減 

△29 

7 

△22 

345 

△4 

0 

△4 

76 

△1 

1 

0 

32 

△34 

8 

△26 

453

職 員 数 対前年 
増減数 13年 14年 15年 

主な増減理由 

特別行政 
部　　門 

一般行政 

部　　門 

公営企業 
等 会 計 
部　　門 

合　　計 

事務事業見直し合理化による減 

事務管理の事務見直し、企画部門の一部を合併協議
会へ移管したことによる減、合併協議会設置による
事務量増 

公害関係を環境企画室対応としたことに伴う事務見
直し、ごみ処理関係職員の非常勤職員対応 

公設卸売市場特別会計設置に伴う職員移管
による減 

教育委員会管理部門充実、高校総体準備、
計上誤りの調整による増 

海辺のまちづくり推進、国有財産事務量増
等 

区　　　分 全　　職　　種 
支給対象地域 支給総額 

職員1人当た 
り支給年額 

支給総額 

職員1人当た 
り支給年額 

全　域 

２％ 

458人 

88,348円 

24万9千円 

24万円 

支　給　率 

支給対象職員数 

国の制度（支給率） ー 

職員全体に占める手当 
支給職員の割合 

支給額の多い 
手当 

清掃作業等従事手当、保育園 
業務手当、社会福祉業務手当 

13

84,686円 

32.1％ 

清掃作業等従事手当、保育園 
業務手当、危険作業従事手当 

代表的 
な手当 
の名称 多くの職員に 

支給されてい 
る手当 

○配偶者　　14,000円 
○配偶者以外の扶養親族 
　２人まで　１人　6,000円 
　３人目から１人　5,000円 
○16歳～22歳までの 
　子の加算　１人　5,000円 

○配偶者　　14,000円 
○配偶者以外の扶養親族 
　２人まで　１人　6,000円 
　３人目から１人　5,000円 
○16歳～22歳までの 
　子の加算　１人　5,000円 
 

（14年度支給割合） 
　　　　　期末　　　 勤勉 
 ６月期　1.45月分　0.6月分 
12月期　1.55月分　0.55月分 
 ３月期　0.50月分 
    計　   3.50月分　1.15月分 
職務上の段階、職務の級等に 
よる加算措置：有 
 

（14年度支給割合） 
　　　　　期末　　　 勤勉 
 ６月期　1.45月分   0.6月分 
12月期　1.55月分　0.55月分 
 ３月期　0.50月分 
    計　   3.50月分　1.15月分 
職務上の段階、職務の級等に 
よる加算措置：有 
 

○借家 
（家賃12,000円を超えた場合） 
　家賃の額に応じて27,000円 
　を限度に支給 
○自宅 
　4,300円 

○借家 
（家賃12,000円を超えた場合） 
　家賃の額に応じて27,000円 
　を限度に支給 
○自宅 
　1,000円（新築・購入後 
　5年間は2,500円） 

○電車・バスの利用 
　定期代全額支給 
 
○乗用車等を利用 
　使用距離に応じて、2,000円 
　から32,330円を支給 
 

○電車・バスの利用 
　定期代45,000円まで全額支給 
　それを超える部分は半額支給 
（5,000円を限度） 
○乗用車等を利用 
　使用距離に応じて、2,000円 
　から20,900円を支給 
 

支給対象職員１人当た 
り平均支給年額 

手当の種類 （手当数） 

13 
年 
度 

14 
年 
度 

館　山　市 国 館　山　市 国 

特 
殊 
勤 
務 
手 
当 
 
 
年 
度 

調 
整 
手 
当 

時 
間 
外 
勤 
務 
手 
当 

期 
末 
・ 
勤 
勉 
手 
当 

退 
職 
手 
当 

通 
勤 
手 
当 

住 
居 
手 
当 

扶 
養 
手 
当 

1億1,892万 
9千円 

1億1,232万 
6千円 14

支給対象職員１人当
たり平均支給年額 
（14年度） 

（支給率）自己都合　勧奨・定年 
継続20年　21.0月分　34.65月分
継続25年　33.75月分 44.55月分 
継続35年　47.5月分　62.7月分 
最高限度額 60.0月分　62.7月分 
 
 退職時特別昇給　１号給 
 その他の加算措置：国と同じ 
 １人当たり平均支給額 
　　　　　　　　1,914万6千円 
（前年度退職した人の 
　　　　　　　　　平均支給額） 

（支給率）自己都合　勧奨・定年 
継続20年　21.0月分 28.875月分 
継続25年　33.75月分 44.55月分 
継続35年　47.5月分　62.7月分 
最高限度額 60.0月分　62.7月分 
 
 退職時特別昇給　１号俸 
 その他の加算措置 
 　定年前早期退職特例措置 
 　２％～20％加算 



　漁業センサスは、漁業の実態を明らかにするため、
５年ごとに実施する調査です。
　今回は11月１日現在で、漁業を営む漁家や会社のほ
か、水産関連業を対象に全国一斉に実施します。
　市内では、およそ470箇所が対象で、調査員が訪問
して、漁業経営の状況などをおたずねします。調査内
容は秘密厳守し、統計資料を作成するためだけに使用
します。
　問合せ／情報化推進室統計係（TEL.22－3168）
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せら

　
地
価
調
査
は
、都
道
府
県
が
実

施
す
る
も
の
で
、毎
年
７
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
基
準
地
の
地

価
を
調
査
・
公
表
す
る
も
の
で

す
。地
価
公
示
と
同
様
に
、土
地

を
売
買
す
る
際
に
参
考
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
市
内
で
は
表
の
12
ヵ
所
の
基
準

地
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、全

国
の
地
価
公
示
や
県
内
基
準
地
に

関
す
る
図
書
は
、市
都
市
計
画
課

に
あ
り
、誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係（
TEL
22
―
３
６
１
０
）

地価調査（基準地）一覧表  【価格時点：平成１5年7月１日】

（都）＝都市計画区域内

　
平
成
16
年
度
の
入
札
参
加
資
格

申
請
の
追
加
受
付
を
は
じ
め
ま
す
。

　
こ
の
申
請
に
基
づ
き
、入
札
な
ど

の
方
法
で
工
事
の
発
注
や
事
務
用

品
・
材
料
な
ど
の
物
品
の
購
入
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。有
効
期
間
は

16
年
度
、１
年
間
で
す
。

　
申
請
要
領
は
、市
財
政
課
契
約
係

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（http://www.city.tat eyama.chiba. jp/
kakuka/zai sei/t op. ht m

）か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
請
期
間
／
12
月
１
日（
月
）か

ら
平
成
16
年
１
月
30
日（
金
）ま
で

　
申
請
業
種
／
①
建
設
工
事
、②
測

量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、③
物
品
供
給
等

　
問
合
せ
／
財
政
課
契
約
係（
TEL

22
―
３
２
９
６
）

　
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

農
用
地
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。　
農
用
地
除
外
の
申
請
に
は
、

①
土
地
案
内
図
、②
公
図
の
写
し
、

③
土
地
登
記
簿
謄
本
、④
施
設
の
配

置
図
・
平
面
図
、⑤
排
水
の
経
路
図
、

⑥
農
家
組
合
長
・
隣
接
農
地
所
有
者

の
同
意
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で

日
時
／
11
月
23
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

場
所
／
雁
月
庵（
城
山
公
園
）

費
用
／
１
服
300
円

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
文
化
係

　
　（
TEL
22
―
３
６
９
８
）

月
　
釜

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
す
。長
年
、社
会

福
祉
に
貢
献
し
た
人
た
ち
へ
の
表

彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
の
ほ
か
、林

合併協は11月19日
　館山・安房９市町村合併協議会第８回会
議は、11月19日（水）午後１時から富山町中
央公民館で開催します。
　傍聴定員／100人（先着順）
　問合せ／館山・安房９市町村合併協議会
　　　   事務局（TEL.22－8900）

　
親
子
い
っ
し
ょ
に
自
然
の
中

で
、野
外
体
験
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

　
今
年
は
、４
つ
の
コ
ー
ス
を
設

定
し
、コ
ー
ス
ご
と
に
そ
の
都
度

募
集
し
ま
す
。今
回
の
募
集
は
里

山
体
験
コ
ー
ス
で
最
後
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　
日
程
・
場
所
／
①
11
月
29
日

（
土
）安
房
十
一
名
山
制
覇
シ
リ
ー

だ
い
に
ち
や
ま

ほ
う

ズ
（
御
殿
山
〜
大
日
山
・
法

き
ょ
う
と
う
ざ
ん

経
搭
山
）、②
１
月
24
日（
土
）安
房

十
一
名
山
制
覇
シ
リ
ー
ズ（
高
塚

山
）、③
３
月
７
日（
日
）野
草
を
食

べ
よ
う（
市
内
）

　
塾
長
／
渡
辺
一
義
氏（
レ
ク
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
対
象
／
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
と
そ
の
親
、家
族
20
組
程
度（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
傷
害
保
険
料
、材
料

集募

費
な
ど
実
費
負
担

　
締
切
／
11
月
25
日（
火
）　

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
TEL
23
―
３
１
１
１
）

家
木
久
蔵
師
匠
を
招
き
、記
念
講

演
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
20
日（
木
）午
後
１

時
か
ら

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
記
念
講
演
／「
笑
い
と
健
康
」林

家
木
久
蔵
師
匠

　
入
場
料
／
無
料

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
TEL
23
―
５
０
６
８
）

　
館
山（
西
岬
〜
布
良
）・
白
浜
・
千

倉
・
富
山
各
地
の
郷
土
文
芸
を
紹

介
し
展
示
し
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
16
日（
日
）か
ら
し

ば
ら
く
展
示
。午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

　
会
場
／
図
書
館
ロ
ビ
ー

　
市
民
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
。童
話
や
絵

本
、小
説
、実
用
書
な
ど
を
無
償
で

譲
り
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
16
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
会
場
／
図
書
館
ロ
ビ
ー
と
図
書

館
前
駐
車
場

　
親
子
で
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

　
日
時
／
11
月
16
日（
日
）午
後
２

時
か
ら

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

　
内
容
／
①
腹
話
術「
ケ
ロ
ち
ゃ

ん
と
コ
ロ
ち
ゃ
ん
」、②
お
は
な
し

　
館
山
税
務
署
で
は
、給
与
を
支
払

う
法
人
と
個
人
事
業
者（
白
色
申
告

者
）を
対
象
と
す
る「
平
成
15
年
分
年

末
調
整
等
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、消
費
税
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
す
。給
与
事
務
担

当
の
出
席
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
11
月
19
日（
水
）午
前
10
時

か
ら
正
午
、午
後
１
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
30
分

す
。申
請
書
や
同

意
書
は
、農
水
産

課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（www.city.tateyama.
chiba.jp/

）か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
市
で
は
、農
用

地
除
外
申
請
を
随

時
受
付
し
、年
２

回
、県
の
審
査
会

に
申
請
し
ま
す
。

今
回
の
申
請
締
切

は
11
月
28
日（
金
）

で
す
。許
可
が
出

る
ま
で
に
お
お
よ

そ
半
年
か
ら
１
年

程
度
か
か
り
ま

す
。

　
問
合
せ
／
農
水

産
課
農
政
係（
TEL

22
―
３
３
９
６
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
概
ね
午
前
の
部
に
船
形
・

那
古
・
館
山
・
北
条
地
区
、午
後
の
部

に
午
前
中
以
外
の
地
区

　
問
合
せ
／
館
山
税
務
署
法
人
課
税

第
１
部
門
源
泉
所
得
税
担
当（
TEL
22

―
１
０
６
７
）

こ
が
ね

「
黄
金
の
あ
し
の
ひ
よ
こ
」、③
ブ

ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
に
じ

い
ろ
の
さ
か
な
」

知お

基準地番号
館山－1
　　－２
        －３
      －４
      －５
      －６
      －７
      －８
   ３－１
   ５－１
   ５－２
   ７－１

　　　　基準地の所在
館山市笠名字新具曽1408
　〃　館山字浜道896－1
　〃　上真倉字砂田92－18
　〃　北条字北浜小松2290－32外
　〃　北条字新塩場1681－2外
　〃　湊字江川351－10
　〃　船形字堀合497－5
　〃　犬石字川向1496－78
　〃　上野原字辻道55－１
　〃　北条字新塩場1636－4外
　〃　北条字浜新田2549－3外
　〃　沼字磯崎985－15

基準地の価格
27,300円/㎡
34,100円/㎡
31,000円/㎡
43,500円/㎡
47,000円/㎡
30,000円/㎡
28,500円/㎡
20,200円/㎡
11,500円/㎡
57,500円/㎡
44,000円/㎡
28,900円/㎡

　都市計画法の用途地域等
（都）第一種住居地域
（都）第一種住居地域
（都）第一種住居地域
（都）第一種住居地域
（都）第一種住居地域
（都）第一種中高層住居専用地域
（都）第一種住居地域
（都）用途地域外
（都）用途地域外
（都）商業地域、準防火地域
（都）商業地域、準防火地域
（都）準工業地域

11/1現在で漁業センサス

　
今
月
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
、小

中
学
校
の
敷
地
内
は
、全
面
禁
煙

に
な
り
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
防
止
の
努
力
義
務
を

盛
り
込
ん
だ
健
康
増
進
法
の
施
行

を
う
け
た
も
の
で
、７
月
か
ら
の

試
行
期
間
を
経
て
、11
月

か
ら
完
全
実
施
し
ま
す
。

　
社
会
人
が
施
設
開
放
な

ど
で
、体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
を
使
用
す
る
場

合
も
こ
の
対
象
に
な
る
こ

と
か
ら
、教
育
委
員
会
で

は
、理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
学
校
教
育
課

（
TEL
22
―
３
６
９
４
）

林家木久蔵師匠

館外にも本があふれる（昨年） 神戸小の児童が作った禁煙看板

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

子
ど
も
お
は
な
し
会

資
料
展「
安
房
文
芸
散
歩
」

　
図
書
館
で
は
、図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。毎
年
、

好
評
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
を
は
じ
め
、資
料
展
、子
ど
も
お
は

な
し
会
を
当
日
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
図
書
館（
TEL
22
―
０
７
０
１
）

た
て
や
ま
パ
パ
マ
マ
子
育
て
塾
の

里
山
体
験
コ
ー
ス

林
家
木
久
蔵
師
匠 

ま
ね
き

福
祉
大
会

体
育
館
な
ど
の
使
用
時
に
も
協
力
を

今
日
か
ら
学
校
の
全
面
禁
煙
実
施

農
用
地
除
外
申
請
を
受
付

入
札
参
加
資
格
申
請
追
加
受
付
は
じ
ま
る

今
年
の
地
価
調
査
一
覧
ま
と
ま
る

図
書
館
ま
つ
り

い
い
本
あ
る
あ
る
！

年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催


